
１００ＲＣの取組の歩み 

 

２０１３年 アメリカの慈善事業団体ロックフェラー財団が，その設立  

１００周年を記念して，100 Resilient Cities（１００ＲＣ：  

１００のレジリエント・シティ）プロジェクトを立ち上げ 

１２月 １００ＲＣによる第１期の募集の結果，３２都市を選定 

※２都市が辞退 

２０１４年１２月 １００ＲＣによる第２期の募集の結果，３５都市を選定 

（富山市も含まれる。） 

※２都市が辞退 

２０１５年１１月 １００ＲＣによる第３期の募集に対し，本市が応募 

２０１６年 ３月 １００ＲＣによる市長インタビュー（１８日） 

      ５月 本市が１００ＲＣに参加する１都市に選定される（２６日）。 

（応募３２５都市から本市を含む３７都市を選定。応募都市は

通算１，０００都市以上） 

      ６月 ウェルカムコール（１００ＲＣとのテレビ会議による初回の事

務協議）実施（１４日） 

      ８月 オリエンテーション（１００ＲＣとのテレビ会議による事務協

議）実施（１９日）。取組のスケジュール等確認 

     １０月 １００ＲＣアジア太平洋事務所メンバーによる市長表敬訪問

（３１日） 

 １００ＲＣが本市の戦略パートナーとして，アラップ社を選定 

１１月～ 

２０１７年 １月 

アジェンダセッティング・ワークショップに向けた調整・準備 

２０１７年 ２月 １００ＲＣ及びアラップ社との協働により，アジェンダセッテ

ィング・ワークショップを開催（８日） 

      ３月 ＣＲＯ任命に向けた１００ＲＣとの事務的協議 

      ４月 ＣＲＯとして，藤田裕之 前副市長を任命（１日） 

 藤田ＣＲＯが，１００ＲＣ主催のＣＲＯオリエンテーション（新

任のＣＲＯを対象とした教育プログラム。シンガポールにて開

催）に参加（５日～７日） 

 京都市レジリエンス推進本部を設置。第１回会議開催（２６日） 

      ５月 １００ＲＣ及びアラップ社とのキックオフミーティング実施予

定。レジリエンス戦略策定に向けた具体的な作業内容の確認と

今後の取組のスケジュールを設定予定（８日及び９日） 
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